
 

 

 

 

 

「湖山池情報プラザ」より 年頭のご挨拶 

 
あけましておめでとうございます。新年を迎え改めまして皆様のご多幸をお祈り致します。 

湖山池では近年、湖山池漁協により大粒のシジミが安定的に市場に出荷され、すでに湖山池

ブランドと呼べるまでとなり、大変喜ばしく思っております。 

 さて、すでにご存じの方も多いと思いますが、鳥取市桂見の旧少年自然の家跡地が、鳥取

県の事業で新たに「湖山池天空エリア」として、本年 11 月頃のオープンを目指し最終工事に

入っております。86,000 平方メートルもの広大な敷地の中に 20 ㍍×45 ㍍の西日本最大の天

然芝の滑り台や絶景を望めるブランコ、鳥取市内の眺望が楽しめる高さ８㍍の展望台などが

設置されるほか、とっとり出会いの森と一体的に楽しめる起伏にとんだ散策コースが整備さ

れます。そこから望む湖山池と日本海、そしてそこを隔てる湖山砂丘と末恒砂丘は、まさに

山陰海岸世界ジオパークの見どころのひとつとなるでしょう。 

 湖山池も生活の変化とともに、水質の悪化、ヒシ・アオコ問題、汽水化による水質改善の

試み、カワウによる猫島の松枯れなど、ここ十数年間だけでも様々な変化をしてきました。

今秋オープン予定の「湖山池天空エリア」の竣工により、山陰海岸世界ジオパークエリアに

位置する湖山池と日本海の絶景を県内外の方々に再認識して頂ける絶好のチャンスと捉え、

さらなる地域の発展を願っております。今後とも皆様のご協力をよろしくお願い致します。 

 

湖山池、この冬の渡り鳥事情 

 冬になると、湖山池には多くの冬鳥たちが飛来し、

越冬地として賑わいます。例年カモ類をはじめ、カ

イツブリの仲間、オオバンなどが群れを作って水面

を漂う光景が見られます。近年とくにスズガモが大

きな群れをなしているのがよく見られ、湖山池で越

冬する冬鳥の数は多い時で約六千羽にも達します。 

ところが、この冬は年が明けても大きな群れも見

られず、冬鳥の少ない湖山池になっています。その

中でも、カモ類がとくに少ない印象です。湖山池特有の現象かと思ったのですが、どうやら

全国的にカモ類の越冬が少ないそうです。先日、米子水鳥公園の職員さんとお話する機会が

ありこの話題になったのですが、原因はよくわからないそうです。考えられるのはエサとな

る貝やアミ類が少ないのではという話でした。 

 とはいえ、湖山池には今年も多くの冬鳥たちが飛来し、波間で羽を休めています。オオワ

シも 1 羽ですが飛来が確認され、愛好家が訪れています。湖山池情報プラザでは、２月８日

（土）に野鳥観察会を開催いたしますので、野鳥に興味のある方はこの機会にぜひご参加く

ださい。詳しい内容、申し込み方法は裏面をご覧ください。 
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■日時／２月８日（土） ９：００～１２：００   

■集合場所／湖山池情報プラザ（鳥取市高住７５４－１７） 

    ※観察は青島を一周しながら行います。荒天の場合は室内から行います。 

■募集定員／１５名（先着） 

■参加対象／一般（小学生以下は保護者同伴） 

■参加費／無料 

■講師／例年県立博物館の学芸員の先生にお願いしていたのですが、今年は県立美術館の開館 

準備で多忙のため、ご紹介いただいた鳥に詳しい鳥取大学の学生さんと一緒に青島を周ります。 

■双眼鏡は貸出致します。（双眼鏡、野鳥図鑑などお持ちの方はご持参ください。） 

◎事前のお申し込みをお願いいたします。  

【お申し込み・お問い合わせ】 湖山池情報プラザ （電話０８５７－３１－２９００） 

 

koyamaike_jp@mail.goo.ne.jp 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

＊＊＊＊＊ イベントのご案内 ＊＊＊＊＊ 

後記 あけましておめでとうございます。今年も一年、元気で過ごせますように。 

冬になると湖山池にはたくさんの冬鳥が越冬のために飛来し

ます。どんな野鳥が湖山池にやってくるのか一緒に観察してみ

ませんか？ 初心者大歓迎です！！ 

 


